
中部電力株式会社 
事象：低サイクル疲労 

浜岡３号炉－低サイクル疲労－2 Rev.1 

 

タイトル 接液環境にある評価対象部位の表面に施工されているステンレス鋼等の内張り

の健全性について 

 

説明 

 

原子炉圧力容器の内面で炭素鋼及び低合金鋼は，次の部分を除きステンレス

鋼等の内張りが施工されている。 

・上蓋，上蓋フランジ 

・Ｎ３～Ｎ８及びＮ10～Ｎ18 ノズル 

ステンレス鋼等の内張りの健全性については，日本機械学会 JSME S NA1「発

電用原子力設備規格 維持規格」に準拠し，定期事業者検査のクラス１機器供用

期間中検査として以下の検査を実施し異常のないことを確認している。 

試験カテゴリー G-B-1 沸騰水型原子炉圧力容器内部の構造物・取付け物 

原子炉圧力容器 容器内部 

圧力容器胴内面の肉盛（パッチ[ステンレス鋼]） 遠隔目視試験(VT-3) 

 また，ステンレス鋼の内張りが施工されているＮ１，Ｎ２ノズル内面の丸みの

部分の母材部の健全性については，クラス１機器供用期間中検査として以下の

検査を実施し異常のないことを確認している。 

 試験カテゴリー B-D 容器のノズルの完全溶け込み溶接部 

  Ｎ１，Ｎ２ノズル内面の丸みの部分 超音波探傷試験 

以 上



中部電力株式会社 
事象：中性子照射脆化 

 
浜岡３号炉－中性子照射脆化－1 

 

 

タイトル 

 

容器内面で照射量が 1.0×1021n/m2をこえる範囲及び炉心領域を示した図（板厚，

クラッド厚さ，プレートナンバーやノズルの番号が分かるようにしたもの。)に

ついて 

 

 

説明 

 

平成 26 年度末時点において，原子炉圧力容器内面で照射量が 1.0×1021n/m2を

こえる範囲の主な部位と照射量を以下に示す。 

 

・胴板３，４： n/m2(中性子照射量) 

        n/m2/s(中性子束) 

・低圧注入ノズル(N6)： n/m2(中性子照射量) 

            n/m2/s(中性子束) 

 

 なお，炉心領域を示した図（原子炉圧力容器のプレートナンバー，ノズル番

号，照射量 1.0×1021n/m2を超える範囲）について添付資料 1-1 に示す。 

 また，板厚及びクラッド厚さを以下に示す。 

・板    厚 mm（最小値） 

・クラッド厚さ： mm（最小 mm） 

 

 

 添付資料 1-1 原子炉圧力容器概要図 
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中部電力株式会社 
事象：中性子照射脆化 

浜岡３号炉－中性子照射脆化－2 

 

 

タイトル 

 

中性子照射脆化の質問事項No.1で規定される範囲の母材及び溶接金属のミルシ

ートについて 

 

 

 

説明 

 

 

原子力圧力容器内面で照射量が 1.0×1021n/m2を超える範囲について，化学成分

を以下に示す。 

 

（単位：重量％）

部  位 Si P Ni Cu 

母

材 

溶接材料 

 

 

以 上
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中部電力株式会社 
事象：中性子照射脆化 

浜岡３号炉－中性子照射脆化－3 

 

タイトル 監視試験片の化学成分について 

 

説明 

 

 

監視試験片の化学成分は以下のとおり。 

（単位：重量％）

区分 Ｓｉ Ｐ Ｎｉ Ｃｕ 

母  材 

溶接金属 

  

以 上
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中部電力株式会社 
事象：中性子照射脆化 

浜岡３号炉－中性子照射脆化－4 Rev1 

タイトル 監視試験片の配置，試験片数，各カプセルの取り出し時期，関連温度，中性子照射量，

中性子束及びリードファクターについて 

 

説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．監視試験片の配置，試験片数及び各カプセルの取り出し時期 

  炉内へ装荷している試験片は，全４セットあり，その内２セットが取り出し済みで

ある。 

  各セットの試験片数は，母材，溶接金属，熱影響部より採取した，引張試験片：

，衝撃試験片： である。 

配置及び試験片個数は以下の図１及び表１のとおり。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①

④ 

②

③

ａ 

ｂ 

左図ａ部：監視試験片（加速）バケット

炉心中央 

左図ｂ部：監視試験片バケット 

図１ 監視試験片の位置 

Ａ－Ａ断面 
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中部電力株式会社 
事象：中性子照射脆化 

 

 

説明 

（続き） 

表１ 監視試験片の配置，取出時期及び試験片個数 

配置 
取出 

時期 

試験片個数 

場所 角度

引張試験片 衝撃試験片 

母材
溶接金

属 
熱影響

部 
母材 

溶接金

属 
熱影響

部 

① 

② 

③ 

④ 

 

２．関連温度，中性子照射量及び中性子束 

関連温度，中性子照射量及び中性子束は以下のとおり。 

 

 

回 数 

中性子 
照射量 

(×1021n/m2) 
(E＞1MeV) 

中性子束(×
1012n/m2/sec)
(E＞1MeV) 

関連温度移行量及び関連温度(℃) 

母 材 溶接金属 熱影響部 

関連温度 

初期値 
０ -40 -50 -40 

第 1 回 

（加速） 
11.7 

関連温度

移行量 

関連 

温度 

関連温度 

移行量 

関連 

温度 

関連温度

移行量 

関連 

温度 

13 -27 10 -40 ９ -31 

第 2 回 1.60 10 -30 ６ -44 10 -30 

 

３．リードファクター 

  監視試験片位置，圧力容器 1/4t 位置における中性子束のリードファクターは以

下のとおり。 

 

 

 圧力容器内表面 監視試験片位置 
圧力容器 

1/4t 位置 

高速中性子束相対値 

 

 

以上

表２ 監視試験片の中性子照射量，中性子束，関連温度移行量及び関連温度 

表３ リードファクター 
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中部電力株式会社 
事象：IASCC 

浜岡３号炉－IASCC－11 Rev.1 

 

タイトル 

平成 11 年６月の東海第二発電所及び平成 15 年６月の福島第二原子力発電所３

号機における制御棒ハンドル部のガイドローラ付近に発見されたひび割れの原

因についての分析結果及び浜岡３号機制御棒への反映状況について 

 

説明 

 

東海第二発電所及び福島第二原子力発電所３号機における制御棒ハンドル部

のガイドローラ付近に発見されたひび割れについては，いずれも中性子照射に

よる材料の変化が起因である照射誘起型応力腐食割れである。 

当社では，東海第二発電所の事象発生直後に，定期検査中であった浜岡１号機

において，コントロールセルで使用し相対的に照射量の多い制御棒（５体）を点

検し，ハンドル部のガイドローラ付近にひび割れが発生していないことを確認

している。また，これ以降は「点検計画（原子炉編）（運転）」に基づき制御棒の

外観点検を実施しており，東海第二発電所及び福島第二原子力発電所３号機と

同様の事象は確認されておらず，現状の保全を継続していくことで，浜岡３号機

で使用しているボロンカーバイト型制御棒の健全性は維持できると評価してい

る。今後も知見拡充のため制御棒の点検を実施していく。 

 

〇点検計画（原子炉編）（運転） 

継続使用する制御棒を対象として，以下について外観点検を実施している。 

① 10 年間で全制御棒（185 体）の 7.5％（14 体） 

② これまで点検した制御棒の最大照射量（現時点では n/cm2）を

超える制御棒がある場合 

 

以 上
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中部電力株式会社 
事象：2相ステンレス鋼の熱時効 

浜岡３号炉－2 相ステンレス鋼の熱時効－3 

 

タイトル 

 

高経年化対策上着目すべき経年劣化事象とした部品の現状保全の具体的内容及び

製造時の検査内容について 

 

説明  

高経年化対策上着目すべき経年劣化事象とした部品の現状保全の具体的内容及

び製造時の検査内容等は下表のとおりである。製造時，供用前検査，供用期間中検

査等の詳細については添付資料３－１～３に示す。 

 

（１）原子炉冷却材再循環ポンプ 

部位名 製造時 
供用前 

検査 
供用期間中検査 その他の保全 

ケーシ

ング 

材料検査 

PT 

RT 

建設時記録 

による 

VT－3 

(10 年計画による) 

外観点検(10C)

PT（ｶﾞｽｹｯﾄ面

(10C)） 

溶接部 
PT 

RT 

建設時記録 

による 

UT（出入口配管

溶接部） 

管との溶接部：UT 

(10 年計画による) 

 

上記以外： 

VT－3 又は PT 

(10 年計画による) 

入口固定羽根

PT(10C) 

 

（２）PLR ポンプ出入口弁 

部位名 製造時 
供用前 

検査 
供用期間中検査 その他の保全 

弁箱 

材料検査 

PT 

RT 

建設時記録 

による 

VT-3 

(10 年計画による) 
外観点検(12C)

溶接部 
PT 

RT 

UT（出入口配管

溶接部） 

UT 

(10 年計画による) 
― 

VT-3：目視検査 

UT：超音波探傷検査 

PT：浸透探傷検査 

RT：放射線透過検査 

 

 添付資料３－１ 製造時の検査内容について 

 添付資料３－２ 供用前及び供用期間中検査の内容について 

 添付資料３－３ その他の現状保全について 

 

以 上



 
添付資料３－１ 

 

製造時の検査内容について 

 原子炉冷却材再循環ポンプ及び PLR ポンプ出入口弁に対する製造時の検査内容は下表の

とおりである。 

（１） 原子炉冷却材再循環ポンプ 

ア．ケーシング 

検査内容 判定基準 結果 

材料検査 JIS G5121 良 

PT 告示 501 号 良 

RT JIS G0581 良 

 

イ．溶接部 

（ア） コアクロージャー溶接部 

検査内容 判定基準 結果 

PT － 良 

RT － 良 

（イ） ラグ溶接部 

検査内容 判定基準 結果 

PT 省令 81 号改訂案 良 

（ウ） 出入口配管溶接部 

検査内容 判定基準 結果 

PT － 良 

RT 省令 81 号 良 

（エ） 入口固定羽根溶接部 

検査内容 判定基準 結果 

PT ― 良 

 

（２） PLR ポンプ出入口弁 

ア．弁箱 

検査内容 判定基準 結果 

材料検査 JIS G5121 良 

PT 告示 501 号 良 

RT JIS G0581 良 

    

イ． 出入口配管溶接部 

検査内容 判定基準 結果 

PT － 良 

RT 省令 81 号 良 

 



 
添付資料３－２ 

 

供用前及び供用期間中検査の内容について 

 

 原子炉冷却材再循環ポンプ及び PLR ポンプ出入口弁に対する供用期間中検査（供用前検

査含む）の検査実績は下表のとおりである。 

 

（１）原子炉冷却材再循環ポンプ 

検査部位 

供用前検査 供用期間中検査 
検査

結果検査 

方法 

検査

結果

検査

方法
点検時期※ 

支持部材取付

け溶接継手 

建設時記録 

による 
良 PT 

A 号機：５回 

B 号機：11 回 
良 

耐圧部分の 

溶接継手 

建設時記録 

による 
良 

VT-3

PT 

A 号機：５回 

B 号機：17 回 
良 

耐圧部分の 

溶接継手

（管） 

UT 良 UT 
A 号機（出口）：12 回(PSI)，17 回 

B 号機（出口）：12 回(PSI)，15 回 
良 

内表面 
建設時記録 

による 
良 VT-3

A 号機：５回 

B 号機：17 回 
良 

※至近に実施した点検回を記載 

（２）PLR ポンプ出入口弁 

検査部位 

供用前検査 供用期間中検査 
検査

結果検査 

方法 

検査

結果

検査

方法
点検時期※ 

耐圧部分の 

溶接継手

（管） 

UT 良 UT 

入口弁(A)：17 回 

入口弁(B)：17 回 

出口弁(A)：12 回(PSI)，16 回 

出口弁(B)：12 回(PSI)，16 回 

良 

内表面 
建設時記録 

による 
良 VT-3

入口弁(A)：11 回 

出口弁(B)：７回 
良 

※至近に実施した点検回を記載 

 

（注１）非破壊試験の判定基準は，JEAC4205 または維持規格，き裂その他の欠陥の解釈に

よる。 

（注２）第 12 回定期検査より JEAC4205-2000 を適用し，ランダムサンプリング方式から定

点サンプリング方式へ見直し。 

（注３）PLR ポンプ出口弁と原子炉冷却材再循環ポンプ間の配管について，第 12 回定期検

査に取替。 

（注４）PLR ポンプ出入口弁と原子炉冷却材再循環ポンプの配管との溶接継手に対し，第 11

回定期検査，第 12 回定期検査にて応力腐食割れ対策として IHSI を実施。 

  



 
添付資料３－３ 

 

その他の現状保全について 

 

 原子炉冷却材再循環ポンプ及び PLR ポンプ出入口弁に対するその他の保全実績は下表の

とおりである。 

 

（１）原子炉冷却材再循環ポンプ 

ア．A号機 

検査内容 判定基準 点検実績※ 結果 

外観点検 
社内基準 

（点検計画（原子炉編）（運転）） 
17 回 良 

浸透探傷試験 
JSME S NC-1 2005/2007 追補版「発

電用原子力設備規格 設計建設規格」
17 回 良 

※至近に実施した点検回を記載 

イ．B号機 

検査内容 判定基準 点検実績※ 結果 

外観点検 
社内基準 

（点検計画（原子炉編）（運転）） 
17 回 良 

浸透探傷試験 
JSME S NC-1 2005/2007 追補版「発

電用原子力設備規格 設計建設規格」
17 回 良 

※至近に実施した点検回を記載 

 

（２） PLR ポンプ出入口弁 

ア．入口弁 A，B 

検査内容 判定基準 点検実績※ 点検結果

外観点検 
社内基準 

（点検計画（原子炉編）（運転）） 
17 回 良 

※至近に実施した点検回を記載 

イ．出口弁 A，B 

検査内容 判定基準 点検実績※ 点検結果

外観点検 
社内基準 

（点検計画（原子炉編）（運転）） 
17 回 良 

※至近に実施した点検回を記載 



中部電力株式会社 
事象：2相ステンレス鋼の熱時効 

浜岡３号炉－2 相ステンレス鋼の熱時効－4 

 

タイトル 

 

高経年化対策上着目すべき経年劣化事象ではないとした部品の現状保全の具体的

内容及び製造時の検査内容について 

 

説明  

高経年化対策上着目すべき経年劣化事象ではないとした部品の現状保全の具体

的内容及び製造時の検査内容等は下表のとおりである。製造時，供用前検査，供用

期間中検査等の詳細については添付資料４－１～３に示す。 

 

（１）原子炉冷却材再循環ポンプ 

部位名 製造時 その他の保全 

水中軸受 

材料検査 

PT 

RT 

外観点検 

外観点検(10C) 

羽根車 

材料検査 

PT 

RT 

外観点検 

外観点検(10C) 

PT(10C) 

ライナーリング 
材料検査 

PT 
外観点検(10C) 

 

（２）原子炉冷却材浄化ポンプ 

部位名 製造時 その他の保全 

ケーシング 

材料検査 

PT 

RT 

外観点検(2C) 

PT(都度) 

羽根車 
材料検査 

PT 

外観点検(2C) 

PT(2C) 

 

（３）制御棒 

部位名 製造時 その他の保全 

落下速度リミッタ 
材料検査 

PT 

VT-3 

（10 年計画による）

 

 

 

 

 

 

 

 

 



中部電力株式会社 
事象：2相ステンレス鋼の熱時効 

 

 

 

 

 

 

（４）炉内構造物 

部位名 製造時 供用前検査 供用期間中検査 

中央燃料支持金具 

材料検査 

RT 

PT 

－ 
VT-3：16 回 

（10 年計画による）

炉心スプレイ配管ス

パージャノズル 
材料検査 VT-3 

VT-3：17 回 

（10 年計画による）

MVT-1：17 回 

（個別検査） 

ジェットポンプ（ラ

イザ，インレットミ

キサ，ディフュー

ザ，ブラケット） 

材料検査 

PT（溶接部，

機械加工面）

VT-3 

VT-3：17 回 

（10 年計画による）

MVT-1：17 回 

（個別検査） 

 

（５）非常用ディーゼル発電機 

部位名 製造時 その他の保全 

過給機ノズル － 
外観点検(4C) 

PT(4C) 

 

MVT-1,VT-3：目視検査 

UT：超音波探傷検査 

PT：浸透探傷検査 

RT：放射線透過検査 

 

 添付資料４－１ 製造時の検査内容について 

 添付資料４－２ 供用前及び供用期間中検査の内容について 

 添付資料４－３ その他の現状保全について 

 

以 上



 
添付資料４－１（１／２） 

 

製造時の検査内容について 

 

 以下の設備に対する製造時の検査内容は下表のとおりである。 

 

（１） 原子炉冷却材再循環ポンプ 

ア．水中軸受※１ 

検査内容 判定基準 結果 

材料検査 JIS G5121 良 

PT 告示 501 号 良 

RT JIS G0581 良 

外観点検 社内基準 良 

※１：水中軸受割れ対策のため，一体型水中軸受に取替（A号機：第９回，B号機：第 10 回） 

 

イ． 羽根車※２ 

検査内容 判定基準 結果 

材料検査 JIS G5121 良 

PT 告示 501 号，省令 81 号 良 

RT※３ ― 良 

外観点検 社内基準 良 

※２：水中軸受取替に伴い，回転体一体取替（A号機：第９回，B号機：第 10 回） 

※３：主軸―羽根車取付け部 

 

（２） 原子炉冷却材浄化ポンプ 

ア．ケーシング 

検査内容 判定基準 結果 

材料検査 JIS G5121 良 

PT － 良 

RT JIS G0581 良 

    

イ．羽根車 

検査内容 判定基準 結果 

材料検査 JIS G5121 良 

PT － 良 

 

 

 

 

 



 
添付資料４－１（２／２） 

（３） 制御棒 

ア．落下速度リミッタ 

検査内容 判定基準 結果 

材料検査 JIS G5121 良 

PT － 良 

 

（４） 炉内構造物 

ア．中央燃料支持金具 

検査内容 判定基準 結果 

材料検査 JIS G5121 良 

PT 告示 501 号 良 

RT JIS G0581 良 

 

イ．炉心スプレイ配管スパージャノズル 

検査内容 判定基準 結果 

材料検査 JIS G5121 良 

 

ウ．ジェットポンプ（ライザ，インレットミキサ，ディフューザ，ブラケット） 

検査内容 判定基準 結果 

材料検査 JIS G5121 良 

PT － 良 

 

（５） 非常用ディーゼル発電機 

過給機ノズルにおける製造時検査 該当なし 

 

 

 



 
添付資料４－２ 

 

供用前及び供用期間中検査の内容について 

 

  炉内構造物に対する供用期間中検査（供用前検査含む）の検査実績は下表のとおりであ

る。 

 

（１）中央燃料支持金具 

検査部位 

供用前検査 供用期間中検査 
検査

結果検査

方法

検査 

結果 

検査 

方法 
点検実績※ 

中央燃料支

持金具 
－ － VT-3 第 16 回 良 

※至近に実施した点検回を記載 

 

（２）炉心スプレイ配管スパージャ 

検査部位 

供用前検査 供用期間中検査 
検査

結果検査

方法

検査 

結果 

検査 

方法 
点検実績※ 

炉心スプレ

イ配管スパ

ージャノズ

ル 

VT-3 良 
VT-3 

MVT-1 
第 17 回 良 

※至近に実施した点検回を記載 

 

（３）ジェットポンプ（ライザ，インレットミキサ，ディフューザ，ブラケット） 

検査部位 

供用前検査 供用期間中検査 
検査

結果検査

方法

検査 

結果 

検査 

方法 
点検実績※ 

ジェット 

ポンプ 
VT-3 良 

VT-3 

MVT-1 
第 17 回 良 

※至近に実施した点検回を記載 

 

 

  



 
添付資料４－３ 

その他の現状保全について 

 以下の設備に対するその他の保全実績は下表のとおりである。 

（１） 原子炉冷却材再循環ポンプ 

検査部位 検査内容 判定基準 
点検 

実績※ 

点検

結果

水中軸受 

（A号機，B号機）
外観点検 

社内基準 

（点検計画（原子炉編）（運転）） 
17 回 良 

羽根車 

（A号機，B号機）

外観点検 
社内基準 

（点検計画（原子炉編）（運転）） 
17 回 良 

浸透探傷試験 設計建設規格 17 回 良 

ライナーリング 

（A号機，B号機）
外観点検 

社内基準 

（点検計画（原子炉編）（運転）） 
17 回 良 

※至近に実施した点検回を記載 

（２） 原子炉冷却材浄化ポンプ 

検査部位 検査内容 判定基準 
点検 

実績※ 

点検

結果

ケーシング 

（A号機，B号機）

外観点検 
社内基準 

（点検計画（原子炉編）（運転）） 
17 回 良 

浸透探傷試験 － 

A 号機： 

7 回 

B 号機： 

8 回 

良 

羽根車 

（A号機，B号機）

外観点検 
社内基準 

（点検計画（原子炉編）（運転）） 
17 回 良 

浸透探傷試験 設計建設規格 17 回 良 

※至近に実施した点検回を記載 

（３） 制御棒 

検査部位 検査内容 判定基準 
点検 

実績※ 

点検

結果

落下速度 

リミッタ 
外観点検 VT-3 17 回 良 

※至近に実施した点検回を記載 

（４） 非常用ディーゼル発電機 

検査部位 検査内容 判定基準 点検 

実績※ 

点検

結果

過給機ノズル 
外観点検 

社内基準 

（点検計画（原子炉編）（運転）） 
17 回 良 

浸透探傷試験 設計建設規格 17 回 良 

※至近に実施した点検回を記載 



中部電力株式会社 
事象：共通 

浜岡３号炉－コンクリート鉄骨－3 Rev.1 

 

タイトル 

 

オイルダンパのオイル及びオイルシールの取替計画及び取替実績について 

 

 

 

 

 

説明 

 

オイルダンパのオイル及びオイルシールの取替計画及び取替実績は以下

のとおりです。 

 

１．取替計画 

  浜岡３号と浜岡５号排気筒のオイルダンパは同型であり，同時期に

設置されているため，海側に近く，腐食しやすい環境にある浜岡５号

排気筒から代表機を１台選定し，「点検計画(建築編)(運転)」に基づい

た３年に１度のオーバーホールを実施しており，その点検結果を用い

て浜岡３号を評価しています。 

この点検結果より，都度，オイル及びオイルシールの取り替えの必

要性を判断しています。 

 

２．取替実績 

  オーバーホールの点検結果より，オイル及びオイルシールの継続使

用に問題がないことを確認しており，取り替えた実績はありません。 

 

添付資料３－１ 保全作業報告書（浜岡５号 排気筒オイルダンパーオー

バーホール修理） 

以 上



保全作業報告書（浜岡５号 排気筒オイルダンパーオーバーホール修理） 添付資料３－１ 
 

c2251174
長方形

c2251174
テキストボックス
内は個人に係る情報または営業秘密に属しますので公開できません



保全作業報告書（浜岡５号 排気筒オイルダンパーオーバーホール修理） 添付資料３－１ 
 

 

c2251174
テキストボックス
内は個人に係る情報または営業秘密に属しますので公開できません



保全作業報告書（浜岡５号 排気筒オイルダンパーオーバーホール修理） 添付資料３－１ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 劣化調査対象シール材 

c2251174
テキストボックス
内は営業秘密に属しますので公開できません

c2251174
長方形



中部電力株式会社 
事象：摩耗 

浜岡３号炉－コンクリート鉄骨－8 Rev.1 

 

 

タイトル 

 

地震時に想定されるボ－ルジョイント部の摺動であれば繰返し数は少ない，風

により想定されるボ－ルジョイント部の摺動であれば発生荷重は小さいとする

根拠について 

 

 

 

説明 

 

地震時に想定されるボ－ルジョイント部の摺動であれば繰返し数は少ない，

風により想定されるボ－ルジョイント部の摺動であれば発生荷重は小さいとす

る根拠については以下のとおりです。 

 

１．加力実験 

当該オイルダンパと同様な構造形式のオイルダンパを用いて，157kN の

荷重で１Hz の正弦波による 70 万回(摺動距離 )の繰返し加力実験を

実施し，実験の前後で性能に問題のないことを確認しました。 

 

２．地震時に想定される繰返し数が少ないとする根拠 

耐震裕度向上目標地震動（最大加速度 1,040cm/s2，地震発生時間 125.8

秒）におけるオイルダンパの繰返し数は，外筒及び鉄塔をオイルダンパで

連結した架構全体の１次固有周期 0.5816s の場合 217 回となり，実験時の

繰返し数と比較して，地震時に想定される繰返し数は少ないと判断してお

ります。 

なお，地震時に想定される摺動距離は となり，実験時の摺動距離

と比較して十分小さくなっています。 

 

３．風により想定される発生荷重が小さいとする根拠 

再現期間 500 年の風速 を設計条件とした場合，荷重が最も大き

くなるオイルダンパ１台あたりの荷重は となり，実験時の荷重と比

較して，風により想定される発生荷重は小さいと判断しております。 

なお，仮にこの風速が供用期間中に 2 時間発生すると想定したとき，摺

動距離は となり， 実験時の摺動距離と比較して十分小さくなっていま

す。 

 

以 上

c2251174
テキストボックス
内は営業秘密に属しますので公開できません



中部電力株式会社 
事象：摩耗 

 
浜岡３号炉－コンクリート鉄骨－9 Rev.1 

 

タイトル 

  

オイルダンパの定期的なオーバーホールの計画及び実績について 

 

 

 

 

 

説明 

 

オイルダンパの定期的なオーバーホールの計画及び実績は以下のとおりで

す。 

 

１．オーバーホール計画 

浜岡３号と浜岡５号排気筒のオイルダンパは同型であり，同時期に設置

されているため，海側に近く，腐食しやすい環境にある浜岡５号排気筒か

ら代表機を１台選定し，「点検計画(建築編)(運転)」に基づいた３年に１

度のオーバーホールを実施しており，その点検結果を用いて浜岡３号を評

価しています。 

 

２．オーバーホール実績 

オイルダンパのオーバーホール実績は，以下のとおりです。 

・平成２５年８月 

 

オーバーホールは，外観検査で損傷が無いこと及び寸法検査で基準内に

あることを確認しており，その結果，添付資料９－１に示すとおり代表機

に異常は認められなかったため，浜岡３号のオイルダンパについても異常

なしと評価しています。 

なお，ボールジョイント部の摩耗についても，この点検結果を用いて異

常なしと評価しています。 

 

添付資料９－１ 保全作業報告書（浜岡５号 排気筒オイルダンパーオーバ

ーホール修理） 

以 上



保全作業報告書（浜岡５号 排気筒オイルダンパーオーバーホール修理） 添付資料９－１ 

c2251174
長方形

c2251174
テキストボックス
内は個人に係る情報または営業秘密に属しますので公開できません



保全作業報告書（浜岡５号 排気筒オイルダンパーオーバーホール修理） 添付資料９－１ 
 

 

c2251174
テキストボックス
内は個人に係る情報または営業秘密に属しますので公開できません

c2251174
長方形





c2251174
テキストボックス
内は営業秘密に属しますので公開できません



c2251174
テキストボックス
内は営業秘密に属しますので公開できません



c2251174
テキストボックス
内は営業秘密に属しますので公開できません



中部電力株式会社 
事象：耐震 

浜岡３号炉－耐震－11 

 

 

タイトル 

 

表２「高経年化対策上着目すべき経年劣化事象ではない事象に対する耐震安全

上考慮する必要のある経年劣化事象の抽出結果」，原子炉圧力容器の粒界型応力

腐食割れに対する評価の具体的内容について 

 

 

 

説明 

 

原子炉圧力容器の制御棒駆動機構ハウジング，炉内核計装ハウジング，制御

棒貫通孔スタブチューブ及び差圧計装・ほう酸水注入ノズルは，ステンレス鋼

又はニッケル基合金であり高温の純水環境中にあり，粒界型応力腐食割れが想

定される。 

しかしながら，原子力規制委員会文書「実用発電用原子炉及びその附属施設

における破壊を引き起こす亀裂その他の欠陥の解釈の制定について」（平成 26

年８月６日 原規技発第 1408063 号）又は日本機械学会「発電用原子力設備規

格 維持規格（2008 年版）JSME S NA1-2008」（以下「維持規格」という。）

に基づき計画的に漏えい試験により健全性を確認している。 

また，ステンレス鋼の粒界型応力腐食割れは，引張応力，材料の感受性，腐

食環境の三因子が同時に存在する条件下で発生するが，安定停止状態において

は 100℃を超える環境とはならないため，粒界型応力腐食割れの発生・進展の可

能性は小さい。 

したがって，現状保全を継続することで耐震安全性に影響を与えるものでは

ないと判断している。 

 

以 上

 

 

 

 



中部電力株式会社 
事象：耐震 

浜岡３号炉－耐震－13 

 

タイトル 

 

表２「高経年化対策上着目すべき経年劣化事象ではない事象に対する耐震安全上

考慮する必要のある経年劣化事象の抽出結果」，炉心シュラウド及びシュラウド

サポートの粒界型応力腐食割れに対する評価の具体的内容について 

 

 

説明 

 

炉心シュラウド，シュラウドサポートについては，ステンレス鋼又はニッケル

基合金であり高温の純水環境中にあり，国内外の損傷事例から，粒界型応力腐食

割れが想定される。 

しかしながら，原子力規制委員会文書「実用発電用原子炉及びその附属施設に

おける破壊を引き起こす亀裂その他の欠陥の解釈の制定について」（平成 26 年８

月６日 原規技発第 1408063 号）又は日本機械学会「発電用原子力設備規格 維

持規格（2008 年版）JSME S NA1-2008」（以下「維持規格」という。）に基づく

計画的な水中テレビカメラによる目視点検や，必要に応じて補修を行っている。

炉心シュラウド，シュラウドサポートについては，平成 26 年度において，水中

テレビカメラによる目視点検により健全性を確認している。 

炉心シュラウドについては，第 13 回定期検査（平成 16 年度）において，炉心

シュラウド周方向溶接線近傍の応力腐食割れによる損傷事例に鑑み，炉心シュラ

ウド支持ロッドによる修理を実施している。炉心シュラウド支持ロッドは炉心シ

ュラウドとシュラウドサポートの間に取付けており，炉心シュラウドの全周方向

溶接線が全周分離した場合の地震荷重等を考慮しても，炉心シュラウドの構造健

全性が確保できるよう設計されている。なお，シュラウドサポートリングの溶接

線（H7b 内）近傍に発生したひび割れの一部については，第 12 回定期検査（平

成 14 年度）において，放電加工（EDM）によりボートサンプルを採取しており，

サンプル採取部の放電加工面に対しては，磨き加工を実施し応力改善を行ってい

る。 

また，上部胴縦溶接線（V2 外）近傍及び下部リング縦溶接線（V6 外）近傍，

シュラウドサポートレグの溶接線（H10 内）近傍等に確認されたひび割れは，後

述のとおり炉心シュラウドの構造健全性に影響を及ぼすものではない。 

ステンレス鋼やニッケル基合金の粒界型応力腐食割れは，引張応力，材料の感

受性，腐食環境の三因子が同時に存在する条件下で発生するが，安定停止状態に

おいては 100℃を超える環境とはならないため，粒界型応力腐食割れの発生・進



中部電力株式会社 
事象：耐震 

 

展の可能性は小さい。 

 

耐震安全性評価では，炉心シュラウド支持ロッドによる対策により，炉心シュ

ラウドについて周方向溶接線の全周破断を仮定しても基準地震動 Ss で炉心シュ

ラウド支持ロッドの構造強度が確保され，炉心シュラウドが維持できることを確

認している。また，シュラウドサポートレグの溶接線のひび割れについて，進展

により貫通したものと仮定した条件でシュラウドサポートの耐震安全性評価を

行い，基準地震動 Ss に対して構造健全性を確保していることを確認している。

 

したがって，現状保全を継続することで耐震安全性は維持されるものと判断

し，耐震安全性を考慮したときに着目する事象でないとしている。 

 

以 上

 

 

 

 




